
ブ ド ウ  （黒 ボク土） 
〔土壌肥料〕 
 収量、品質の向上とともに、肥料の利用率を上げるためには、根群を強化させること
が前提となる。そのためには、40～50㎝の深さまでの表層及び中層土壌の理化学性を改
良することが必要である。計画的な深耕を行い、深耕時に堆肥、土壌改良資材を施用す
る。 
 施肥量、施肥時期については、樹齢、台木、品種、目標収量、生育時期別に行わなけ
ればならない。施肥位置については、樹冠下の表層土壌に混和し、表層細根に吸収させ
ることを基本とするが、状況に応じて、主根群域への中層施肥、あるいは表面施肥（ふ
り肥）を使い分ける。また、ブドウは果房肥大の速度が早く、成熟までの期間も短いこ
とから基肥重点とし、必要に応じ窒素の追肥を行う。なお、窒素を過剰に施用すると、
新梢は軟弱徒長となり花ぶるいを起こしたり、眠り病の原因となるので十分に注意する。 
 土壌表面管理としては、清耕法、草生法、敷きわらなどによるマルチ法があるが、園
地環境によって選択する。草生栽培は、土壌流亡防止、有機物の補給、土壌の膨軟化と
団粒化の促進及び圧密化の防止、さらに作業性向上などの利点がある。反面、養分、水
分の競合も起こることを十分に考慮する。 
〔病害虫・雑草防除〕 
 休眠期や病害虫発生初期の防除に重点を置き、化学農薬使用を低減する。休眠期には
罹病枝、巻ひげを剪定除去し、粗皮削りを適正に行い、越冬病害虫の密度を低減させる。
また病害虫の防除スケジュールを作成し、薬剤耐性菌や薬剤抵抗性害虫の発生を防ぐと
ともに、天敵に影響の少ない薬剤を選ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有 機 質 資 材 
施 用 技 術 

○深耕時に堆肥を計画的に施用する。なお、堆肥は低
成分含量堆肥（稲わら堆肥及び落葉堆肥等で、窒素、
カリ含量が1％以下の完熟したもの）を基本とする。 

○肥料成分含量の高い畜産系堆肥の施用に当たって
は長期的な視点にたった投入量管理を行う。 

堆肥 
2～3t/10a 

化 学 肥 料 
低 減 技 術 

○樹冠下への表層施肥を基本とするが、施肥時期など
状況に応じ、中層施肥、表面施肥（ふり肥）などを
行う。 

○肥効調節型肥料などと速効性肥料とを組み合わせ
て、養分吸収特性に対応した施肥成分の供給を行
う。 

○有機質肥料による施肥を行う。 

成分量で施肥基準
以下 
 
有機質肥料併用の
場合には化学肥料
低減率20～50％ 

化 学 農 薬 
低 減 技 術 

○微生物農薬をローテーション散布に位置づける。 
（対象：灰色かび病） 
○ＢＴ剤をローテーション散布に位置づける。 
（対象：ハマキムシ類、ケムシ類） 
○袋かけを行う。 
（対象：各種病害虫） 
○網かけを行う。 
（対象：カメムシ類など） 

慣行使用回数の 
20％減 

そ の 他 の 
留 意 事 項 

○開花期や梅雨明けの追肥は新梢の停止時期が遅れ、品質の低下を招くの
で注意する。 

 



ブ ド ウ  （灰 色低 地土 ） 
〔土壌肥料〕 
 深耕あるいは客土による有効土層の確保が有効である。また、有機物資材の施用によ
り、保水力、保肥力を高めることは不可欠といえる。 
 黒ボク土に比べ、系外への溶脱量は多く、肥料の利用率は低い。そのため、一層の分
施の徹底、あるいは肥効調節型肥料の活用を図り、利用率を向上させる。また、有機質
肥料は、養分の園外流失を抑え、地力の維持・増進による持続型の農業技術を確立する
ための有効な資材といえる。 
 少量の肥料をいかに合理的に使用するかは、ブドウの発育状況、養分吸収パターンに
よく合致した栄養管理をすることにかかっている。 
〔病害虫・雑草防除〕 
 休眠期や病害虫発生初期の防除に重点を置き、化学農薬使用を低減する。休眠期には
罹病枝、巻ひげを剪定除去し、粗皮削りを適正に行い、越冬病害虫の密度を低減させる。
また病害虫の防除スケジュールを作成し、薬剤耐性菌や薬剤抵抗性害虫の発生を防ぐと
ともに、天敵に影響の少ない薬剤を選ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区 分 持続性の高い農業生産方式の内容 使用の目安 

有 機 質 資 材 
施 用 技 術 

○深耕時に堆肥を計画的に施用する。なお、堆肥は低
成分含量堆肥（稲わら堆肥及び落葉堆肥等で、窒素、
カリ含量が1％以下の完熟したもの）を基本とする。 

○肥料成分含量の高い畜産系堆肥の施用に当たって
は長期的な視点にたった投入量管理を行う。 

堆肥 
2～3t/10a 

化 学 肥 料 
低 減 技 術 

○樹冠下への表層施肥を基本とするが、施肥時期など
状況に応じ、中層施肥、表面施肥（ふり肥）などを
行う。 

○肥効調節型肥料などと速効性肥料とを組み合わせ
て、養分吸収特性に対応した施肥成分の供給を行
う。 
○有機質肥料による施肥を行う。 

成分量で施肥基準
以下 
 
有機質肥料併用の
場合には化学肥料
低減率20～50％ 

化 学 農 薬 
低 減 技 術 

○微生物農薬をローテーション散布に位置づける。 
（対象：灰色かび病） 
○ＢＴ剤をローテーション散布に位置づける。 
（対象：ハマキムシ類、ケムシ類） 
○袋かけを行う。 
（対象：各種病害虫） 
○網かけを行う。 
（対象：カメムシ類など） 

慣行使用回数の 
20％減 

そ の 他 の 
留 意 事 項 

 

 


